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LP RAD 01
放射照度プローブ

光・放射照度・光合成放射プローブ

▼μＶ、ｍＶ信号出力、電源不要

▼余弦則補正ディフューザによる正確な測定

▼Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力（ＬＰＰＨＯＴ０１Ｓ）

ＬＰ□□０１シリーズはＶＩＳ-ＮＩＲ、ＵＶＡ、ＵＶＢ、ＵＶＣのスペクトル領域にお

いて、光および放射量を、照度（ｌｕｘ）または放射照度（Ｗ/ｍ２）として測定し

ます。また、４００～７００ｎｍの光合成有効放射（ＰＡＲ）波長域において、単

位時間、単位面積当りの光量子数の測定も可能です。ＬＰ□□０１シリー

ズは外部電源供給を必要としません。

ｍＶによる出力信号がフォトダイオード端末のシャント抵抗を介して得られ

ます。フォトダイオードが受光したときに発生する光電流が電位差に変換

され、電圧計で読み取られます。ＰＤ（電位差）が読み取られると、校正係

数（出力係数）によって測定値が計算されます。

各プローブは出荷前に工場で校正され、それぞれ固有の校正係数（出

力係数）を持っています。この係数は個々のプローブおよび付属の取扱

説明書に表記されています。ＬＰ□□０１シリーズのプローブは余弦則補

正ディフューザを備えています。ＵＶ測定用のプローブではディフューザは

研磨水晶製、他のプローブはアクリル材またはテフロン製（ＬＰＰＨＯＴ０１）

です。ＬＰ□□０１シリーズのプローブは上記の光、放射量の絶え間ない

モニタが必要な屋内での測定を目的に設計されています。

ＬＰＰＨＯＴ０１Ｓは照度測定値をＭｏｄｂｕｓ-ＲＴＵで出力します（電源要）。

■プローブの詳細

● ＬＰＰＨＯＴ０１

● ＬＰＲＡＤ０１ 代表スペクトル応答

代表スペクトル応答

ＬＰＲＡＤ０１は、ＶＩＳ-ＮＩＲスペクトル範囲（４００～１０５０ｎｍ）において、面に入射する放射
フラックス（Ｗ）と単位面積（ｍ２）の比として定義される放射照度（Ｗ/ｍ２）を測定します。こ
れらの特長は可視および近赤外領域の測定に適した測定器に適用されます。プローブ
の校正は、スペクトル干渉フィルタを通した、Ｘｅ-Ｈｇ（キセノン-水銀）ランプの５７７/５７９ｎ
ｍラインを使用して行います。

テクニカルデータ 代表感度 ２.６μＶ/（μＷ/ｃｍ２）

測定範囲 ０～２００ｍＷ/ｃｍ２

スペクトル範囲 ４００～１０５０ｎｍ

校正精度 ＜６％

ｆ２（余弦則/指向性誤差） ＜６％

動作温度 ０～５０℃

出力インピーダンス １ｋΩ

ＬＰＰＨＯＴ０１は、面に入射する光束（ルーメン）と単位面積（ｍ２）の比として定義される照
度（ｌｕｘ）を測定します。
光測定プローブのスペクトル応答カーブは、標準明所視カーブＶ（λ）として知られている
人間の目の応答カーブに近似しています。スペクトル応答におけるＬＰＰＨＯＴ０１と標準
明所視カーブＶ（λ）の差は誤差ｆ’１で計算されます。プローブの校正は一次度量衡標準
機関の校正を受けた照度計との比較によって行われます。校正要領はＣＩＥ文書Ｎｏ.６９
（１９８７）“Method of Characterizing Illuminance Meters and Luminance Meters”に準拠
しています。校正はプローブを標準光Ａで照射して行います。

テクニカルデータ 代表感度 ０.５～１.５ｍＶ/ｋｌｕｘ

測定範囲 ０～２００ｋｌｕｘ

スペクトル範囲 標準比視感度Ｖ（λ）

校正精度 ＜４％

ｆ’１（Ｖ（λ）適合性誤差） ＜６％

ｆ２（余弦則/指向性誤差） ＜３％

ｆ３（直線性） ＜１％

ｆ５（疲労） ＜０.５％

動作温度 ０～５０℃

出力インピーダンス ０.５～１.０ｋΩ

気象、農業ステーションあるいは種苗栽培システムなどでは、プローブの基準面を地面

と水平になるようプローブを設置しなければなりません。このような場合は、気泡水準器

付きの水準調整用ベースＬＰＢＬ（オプション）のご使用をお薦めします。

照度 LPPHOT01/01S
放射照度 LPRAD01

光合成有効放射 LPPAR01
ＵＶＡ/ＵＶＢ/ＵＶＣ LPUVA/UVB/UVC01
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UVA放射照度測定プローブ

LP UVA 01
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UVB放射照度測定プローブ
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UVC放射照度測定プローブ
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光量子測定プローブ

LP PAR 01

● ＬＰＵＶＡ０１

● ＬＰＵＶＢ０１

● ＬＰＵＶＣ０１

■ご注文コード

ＬＰＰＨＯＴ０１ 照度測定用プローブ、ＣＩＥフィルタ、
余弦則補正ディフューザ、ｍＶ/ｋｌｕｘ出力、５ｍケーブル

ＬＰＲＡＤ０１ 放射照度測定用プローブ、余弦則補正ディフューザ、
μＷ/ｃｍ２あたりμV出力、５ｍケーブル

ＬＰＰＡＲ０１ ＰＡＲ（光合成有効放射）帯光量子放射測定用プローブ、
余弦則補正ディフューザ、μＶ/（μｍｏｌ ｍ-２ｓ-１）出力、 
５ｍケーブル

ＬＰＵＶＡ０１ ＵＶＡ域（３１５ｎｍ～４００ｎｍ）放射照度測定用プローブ、 
μＶ/（μＷ/ｃｍ２）出力、５ｍケーブル

ＬＰＵＶＢ０１ ＵＶＢ域（２８０ｎｍ～３１５ｎｍ）放射照度測定用プローブ、 
μＶ/（μＷ/ｃｍ２）出力、５ｍケーブル

ＬＰＵＶＣ０１ ＵＶＣ域（２２０ｎｍ～２８０ｎｍ）放射照度測定用プローブ、 
μＶ/（μＷ/ｃｍ２）出力、５ｍケーブル

ＬＰＢＬ 水準器付きベース
ＬＰＰＨＯＴ０１Ｓ ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力照度トランスミッタ、 

測定範囲０～１０ｋｌｕｘ（分解能１ｌｕｘ）または０～１５０ｋｌｕｘ
（分解能１０ｌｕｘ）、供給電源ＤＣ５～３０Ｖ、壁掛ハウジング、
ネジ端子接続、照度プローブＬＰＰＨＯＴ０１付

ＬＰＰＨＯＴＳ ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力照度変換器、 
測定範囲０～１５０ｋｌｕｘ（分解能１０ｌｕｘ）、 
供給電源ＤＣ５～３０Ｖ、壁掛ハウジング、ネジ端子接続

※ �ＬＰＰＨＯＴ０１Ｓには外付けの変換器が付属します。ＬＰ□□０１シリーズの取付け、設
定方法等と併せて、詳細は取扱説明書をご参照ください。

ＬＰＵＶＢ０１は、ＵＶＢスペクトル範囲（２８０～３１５ｎｍ）において、面に入射する放射フラッ
クス（Ｗ）と単位面積（ｍ２）の比として定義される放射照度（Ｗ/ｍ２）を測定します。新しい
フォトダイオードの採用により、ＬＰＵＶＢ０１は可視および赤外光に対して不感です。
プローブの校正は、スペクトル干渉フィルタを通した、Ｘｅ-Ｈｇ（キセノン-水銀）ランプの
３１３ｎｍラインを使用して行います。測定はセンセカ校正センターに充てられた一次標準
との比較によって行われます。主な用途はフォトセラピー（殺菌灯）です。

テクニカルデータ 代表感度 ０.１９μＶ/（μＷ/ｃｍ２）

測定範囲 ０～２００ｍＷ/ｃｍ２

代表スペクトル範囲 ピーク３０５ｎｍ、ＦＷＨＭ３１ｎｍ

校正精度 ＜８％

動作温度 ０～５０℃

出力インピーダンス ２ｋΩ

ＬＰＵＶＣ０１は、ＵＶＣスペクトル範囲（２２０～２８０ｎｍ）において、面に入射する放射フラッ
クス（Ｗ）と単位面積（ｍ２）の比として定義される放射照度（Ｗ/ｍ２）を測定します。新しい
フォトダイオードの採用により、ＬＰＵＶＣ０１は可視および赤外光に対して不感です。
プローブの校正は２５４ｎｍのＨｇランプからの放射照度を測定することによって行います。

テクニカルデータ 代表感度 ０.２５μＶ/（μＷ/ｃｍ２）

測定範囲 ０～２００ｍＷ/ｃｍ２

代表スペクトル範囲 ピーク２６０ｎｍ、ＦＷＨＭ３２ｎｍ

校正精度 ＜１０％

動作温度 ０～５０℃

出力インピーダンス ２ｋΩ

ＬＰＵＶＡ０１は、ＵＶＡスペクトル範囲（３１５～４００ｎｍ）において、面に入射する放射フラッ
クス（Ｗ）と単位面積（ｍ２）の比として定義される放射照度（Ｗ/ｍ２）を測定します。新しい
フォトダイオードの採用により、ＬＰＵＶＡ０１は可視および赤外光に対して不感です。
プローブの校正は、スペクトル干渉フィルタを通した、Ｘｅ-Ｈｇ（キセノン-水銀）ランプの
３６５ｎｍラインを使用して行います。測定はセンセカ校正センターに充てられた一次標準
との比較によって行われます。
このプローブは、樹脂や接着剤の重合、日焼けランプなど、ＵＶランプの発光をモニター
する必要のあるすべてのプロセスで使用できます。

テクニカルデータ 代表感度 ２.６μＶ/（μＷ/ｃｍ２）

測定範囲 ０～２００ｍＷ/ｃｍ２

代表スペクトル範囲 ピーク３６５ｎｍ、ＦＷＨＭ４０ｎｍ

校正精度 ＜６％

動作温度 ０～５０℃

出力インピーダンス １ｋΩ

代表スペクトル応答

代表スペクトル応答

代表スペクトル応答

● ＬＰＰＡＲ０１

ＬＰＰＡＲ０１は、４００～７００ｎｍのスペクトル範囲において、１秒間に面に入射する光量子
数と、単位面積（ｍ２）の比を測定します。この量はＰＡＲ、光合成有効放射として定義され
ます。プローブの校正はハロゲンランプを使用して、特定のスペクトル範囲の、既知のス
ペクトル放射によって行います。プローブのスペクトル応答はわずかに温度の影響を受
けます。ディフューザとプローブの特別な構造により、余弦則補正される、ディフューザへ
の入射角の変化に対しても応答します。

テクニカルデータ 代表感度 ３０μＶ/（μｍｏｌ ｍ-２ｓ-１）

測定範囲 ０～５０００μｍｏｌ（ｍ-２ｓ-１）

代表スペクトル範囲 ４００～６６０ｎｍ

校正精度 ＜６％

ｆ２（余弦則/指向性誤差） ＜６％

動作温度 ０～５０℃

出力インピーダンス １ｋΩ

代表スペクトル応答
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